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俺の現在満92歳の人生手帳

NOVEMBER.27.2024 第2125回

宮下　秀司君

　人生は振り返ることはできても後戻り

はできない。92歳と3ヵ月になりました。

歳を重ねると多くの方々と出会うことが

ありました。

　卓話をする前に失礼とは存じますが、

お世話になりました先生方のご紹介をさせて頂きます。

　上田東ロータリークラブの前々会長の母袋創一様の御

父さん母袋忠右衛門先生、山寺髙太郎会長エレクトの御

父さん山寺豊一先生に大変お世話になりました。そして

稀有なことに、事務局の中村恵美子さんと俺の長女が上

田高等学校の同級生でありました。これからもこの良き

出会いを大切にしていきますので、宜しくお願いします。

　ここから年表を見ながらお話しさせていただきます。

大正9年（1920年）インド独立の父1等列車に乗っていた事件

　マハトマ・ガンジーが人種差別を受けたこと「マリッ

ツバーク駅での一夜」（大正9年10月10日、アジア人が

差別された出来事）。アジア人と白人乗客の差別。駅員

に「君は貨物列車の方に乗るんだ」と命令されたガン

ジーは、争いを避け命令に従った。

五・一五事件

　昭和7年（1932年）5月15日、犬養毅首相が海軍急進

派青年将校中心のクーデター凶弾に倒れた。犬養首相は

「話せばわかる」と言ったという。

二・二六事件

　昭和11年（1936年2月26日未明、国家改造思想に影響

を受けた陸軍皇道派青年将校20名は、晩冬としては大雪

の中、陸軍1500名を率いて重臣を襲撃し、首相官邸・

陸軍省・参謀本部・警視庁・国会など一帯を占拠した。

天皇は当初より武力鎮圧を命じ、海軍も決起軍と対決姿

勢をとった。28日午後には決起軍を「反乱軍」と規定

し、様々な方法で投降勧告し「奉勅命令」をたてに帰順

を迫った。青年将校1名が自決、残り全員が、下士官・

兵を原隊に復したあと帰順した。事件の首謀者は厳戒状

態が続く中で弁護人なしの特設軍法会議の裁判によって

死刑を宣告され処刑された。

露営の歌　昭和12年

　この歌を唄って、兵隊さん達を送り出しました。2番

まで歌います。

　勝ってくるぞと勇ましく　誓って故郷（くに）を出たからは　

　手柄立てずに死なりょうか　

　進軍ラッパ聞くたびに　瞼（まぶた）に浮かぶ旗の波

　土も草木も火と燃える　果てなき曠野（こうや）踏み分けて

　進む日の丸鉄兜

　馬のたてがみなでながら　明日の命を誰か知る

第二次世界大戦

　1939年（昭和14年）8月23日の独ソ不可侵条約と付属

の秘密議定書に基づいた、1939年9月1日に始まったド

イツ軍によるポーランド侵攻が発端である。

日独伊三国防共協定　1940年（昭和15年）

　1940年9月27日にベルリンで調印された（日独伊三国

防共協定）。昭和16年（1941年12月1日（月）14時05分

から16時にかけて、第8回御前会議（議題：対米英開戦

決定）が開かれた。この御前会議において、アメリカ・

イギリス・オランダとの開戦が正式に決定された。

大東亜戦争開始当時　陸軍大臣:東条英機　海軍大臣:斎藤実

　昭和16年（1941年）12月8日、ニイタカヤマノボレ

の暗号で真珠湾攻撃、成功した場合は「トラ・トラ・ト

ラ」の暗号。大東亜戦争勃発。

マレー沖海戦

　大東亜戦争開戦直後の昭和16年（1941年）12月10日、

マレー半島東方沖で日本の海軍航空部と英国海軍東洋艦

隊の間で行われた戦闘。この戦いで英国の新型2隻が日

本軍機の爆撃と雷撃を受けて撃沈。海戦における航空機



の優位性が実証された。この勝利をおさめたことでイン

ド洋・太平洋の制海権を得た。

シンガポールの戦い

　昭和17年（1942年）2月8日～2月15日、イギリスの

海峡植民地のシンガポールで大日本帝国陸軍と連合国軍

の間で行われた戦闘である。2倍を超える兵力差を覆し

て、当時難攻不落と言われたシンガポール要塞を日本軍

が10日足らずで攻略した結果、イギリスが率いる軍とし

ては歴史上最大規模の将兵が降参した。

　日本軍、山下奉文（ともゆき）陸軍中将関東軍司令長

官vsイギリス軍極東軍司令官中将アーサー・パーシバル。

日本軍は完全降伏を迫った。「イエスかノーか」。

　清国はいいがアジア諸国には進出しないでくれと休戦

条約を申し入れたのである。パーシバルは「アイシャル

リターン」と返答して別れた。

ミッドウェー海戦

　昭和17年（1942年）6月4日～6月7日の戦闘。この敗

因は、南雲忠一中将はなぜ決断を誤ったのか。山口多聞

海軍少将戦死。

上田にも空襲があった

　昭和19年（1944年）12月9日午後8時30分頃、アメリ

カ軍B29が1機来襲。上田市常田小県産業学校（現上田

東高等学校）に焼夷弾投下。学校施設10棟約2700平方

メートル全勝。死者1人、負傷者5人。

　昭和20年（1945年）8月13日早朝午前6時30分頃、ア

メリカ軍艦上戦闘機（グラマン）12機が上田市中之条

（現上田千曲高等学校）上田飛行場及びその周辺の民家

に爆撃と機銃掃射。飛行機1機が炎上。焼失家屋4軒、死

者1人、負傷者6人。

ポツダム宣言

　昭和20年（1945年）7月26日、イギリス、アメリカ合

衆国、中華民国の政府首脳の連名において、日本に無条

件降伏を勧告した。日本政府は8月14日、その受諾を決

定、15日国民に発表、9月2日に降伏文書に署名し戦争

が終結した。昭和16年（1941年）12月8日～昭和20年

（1945年）8月15日、期間約3年8カ月でした。

当時の大日本帝国の思惑

　大東亜戦争勃発当時、アジアは欧米諸国の植民地支配

下にありました。大日本帝国は昭和6年（1931年）「満

蒙は我が国の生命線である」をスローガンに中国東北

地方の侵略を開始。昭和12年（1937年）、中国への全面

的な侵略を展開しました（日中戦争）。昭和15年（1940

年）発足した第二次近衛文麿内閣は、「肇国（ちょうこ

く）の大精神に基づき世界平和の確立を招来することを

以て根本とする」とうたい、「皇道の大精神に則りまづ

日満支をその一環とする大東亜共栄圏の確立をはかる

「大東亜共栄圏」「八紘一宇」これを掲げました。しか

し、大日本帝国は昭和20年（1945年）に敗北、アジア

太平洋諸国に犠牲者二千万人という史上最大の惨害をも

たらしました。大日本帝国は、外交と明治維新からの富

国強兵政策とが結果に現れた。当時の言葉は「戦争は勝

てば官軍、負ければ賊軍」だった。

　俺は、昭和7年（1932年）に誕生、昭和一桁生まれ、

富国強兵の盛んな時代でした。昭和16年（1941年）9歳

のときに大東亜戦争に突入しました。「大東亜共栄圏・

八紘一宇」に基づいて、欧米諸国に植民地支配されて

いたアジア諸国を一つにする、更には世界を一つにする

という事でした。昭和20年7月26日、イギリス、アメリ

カ合衆国、中華民国の政府首脳の連名で日本に無条件降

伏を勧告し、8月14日日本政府は受諾を決定、15日正午、

今上天皇（昭和天皇）のお言葉で国民に発表、当時13歳

でした。

　俺の家が当番で組長でしたので、組合の世帯主が集ま

りラジオの前で正座して天皇陛下の玉音放送を耳にして

いました。その途端、組合員の山崎さんが急に立ち上が

り「なぜ最後の一兵まで戦かわねんだ」と地団太を踏ん

でいました。

　大東亜戦争中は、各家庭に防火水槽、火ばたき、防空

頭巾を用意し、照明は外へ漏れないように覆い、更に外

壁の白壁は空中から見えないように黒く塗りつぶしまし

た。年表を見ても解るように外交に問題があったと思わ

れます。当時、教育は富国強兵が盛んで徳川幕府の教育

をしない時代でした。

　その後、倉庫業（冷蔵倉庫業）へ入社は昭和24年

（1949年）、令和6年（2024年）現在で75年間勤めてい

ます。年齢満92歳3ヵ月になります。ここで気にかけて



いるのは「焦らず・転ばず・風邪ひかず」。この三つの

言葉で健康に毎日心掛けています。地味な職業ですが、

これからも健康である限りこの事業を続けて参ります。

　この事業中に様々な出来事がありました。登り坂、下

り坂、これは良いのですが、事業をする中で真逆（まさ

か）、この「まさか（よもや）」がありました。そこで

日本の年表を取り出しては、それを参考にして全力投球

で解決にあたりました。

　倉庫業は各業者から大切な商品を預かる、どちらかと

いうと守り職業です。農産物・海産物・食料品・雑貨な

ど様々な寄託貨物の温度保管業で監督官庁は国土交通

省。許認可が必要な事業です。そのお預かりした大切な

寄託商品を重量・容量で計算して、保管料・荷役料を頂

いて事業をしています。その他、作業場・事務所の賃貸

業も行なっております。そして経営する中で明確なる経

営計画の樹立が不可欠ですので、月末に入ると資金調達、

資金流失、減価償却等算出し、現在の当社の経営状況の

キャッシュフローがどうか、その期ごとの内部留保の残

高を把握し、経営状態が良いか悪いか、明確なる経営状

況であるかバランスシートを作成し、事業に邁進して安

堵しているところです。

　しかし、このところ北朝鮮派兵がロシア軍と共にウク

ライナ国家に侵攻、更にイスラエルとレバノンの交戦、

中東情勢等の戦禍拡大が進んでいます。戦争はいけませ

ん。戦闘侵攻の無い世界を目指して世界の国民一人ひと

りが世界平和を実現することです。戦争はダメです。

例　会　日　誌　  11月27日（水）　晴れ　　2024～2025  No.17

●司　　会 山本　修君

●斉　　唱　「あしたはもっと」

　　　　　　※作曲者の元会員金子忠身様を偲んで歌いました。

●ラッキー賞　宮下秀司君（季節のアレンジ花）

●友 愛 賞 水出博史君（蓑輪君よりリンゴジュースとリンゴ）

　　　　　　工藤　恒君（山本君よりお菓子）

　　　　　　塩之入永子　（後藤君より愛知県のお土産）

　　　　　　増田篤子　（宮下博道君よりお菓子）

蓑輪「竹内ふとん店庭でのマルシェにて麻績の手作りジュースです」

さ
ん

後藤「常滑に行ってきました。お土産のういろうです。」

さ
ん

宮下「ちょっと早いですがクリスマスのお菓子です」

●11月慶祝 【結婚記念日祝い】

　　　　　　後藤正直君・恵位子　 11／1

　　　　　　浜野浩孝君・直子　 11／2

　　　　　　関　邦幸君・精子　 11／3

　　　　　　増田篤子　・芳希　 11／8

　　　　　　橋詰武利君・裕子　 11／11

　　　　　　塚田泰裕君・美佐子　 11／11

　　　　　　丸山浩治君・由香　 11／22

　　　　　　田村吉宏君・由紀子　 11／23

　　　　　　山本　修君・雅子　 11／24

　　　　　　【誕生日祝い】

　　　　　　塩之入永子　 11／7　高野智宏君 11／16

　　　　　　宮本茂幸君 11／18　佐藤友則君 11／22

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（慶祝のつづき）

さ
ん

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　　渡辺 敏成 会長

　17日に行われました青少年育成事業、

3on3上田大会にご協力、ご参加いただ

き会員の皆様ありがとうございました。

心配された天候も全く問題なく、大きな

事故やケガがなかったことは主催者とし

て安堵するところでした。

　昼食のカレー作りには前日や当日の朝にもお集まりい

ただき、結果的にはおかわりが出るほどの人気を博しま

した。当の大会も公式戦・交流戦を含め40チームが出場

し賑わいを見せておりました。

　当クラブからも工藤キャプテンを中心に3試合を戦い、

1分け2敗という結果でしたが楽しい時間でした。クラブ

メンバーからは浜野さんが出場してくださりゴールを決

めておられました。

　ほかに浜野さんの同僚のかた、久保さんの奥様とご友

人、そして急遽の助っ人として東急REIホテルの井出さ

んもお休みの日にもかかわらず参加していただきました。



［次週のプログラム］12月11日（水）クラブフォーラム、18日（水）休会、20日（金）クリスマス家族会

皆様のおかげで何とかチームとしての格好がついたと思

います。

　今回は20回記念大会とのことで、旧知のプロのプレー

ヤーに来ていただき主に小中高校生向けにスクールをし

ていただきました。基本の動きやちょっとしたテクニッ

クについてのレクチャーでしたが、さすがにバスケに興

味をもっている子供たちでドリブルやシュートが素晴ら

しくうまかったです。それでもプロ選手のスキルはすさ

まじく、子供たちの表情は真剣で目が輝いているように

見えました。なんでもそうですが、本物に相対して壁の

高さを感じ、それを乗り越えようとするモチベーション

のきっかけとなってプロのプレーヤーに続くような選手

がでると良いなと感じます。

　我々大人は、良い国を若い人に残すためにも今騒がれ

ている〇〇万円の壁などをさっさと乗り越えるようにで

きないものでしょうか？地方財政の減少は交付税で補填

すればよいだけの話で、国債の発行は借金ではなく国民

の財産ですから。

　最後に、今大会に尽力してくれた青少年奉仕委員会、

社会奉仕委員会をはじめ上田東ロータリーの皆様に深く

感謝いたします。

■幹事報告　　　　　　　　　　　　　 工藤　恒 幹事

・『ハイライトよねやま』296号が届く。

・2023-24年度の地区年次報告書が届く。

・今年度ＲＬＩ参加者確認とパートⅠの

　ご案内。　1月26日（日）　塩尻市

　参加者：工藤幹事、宮下博道副幹事

・地区デジタル化推進委員会よりオンラ

当クラブ元会員　第24代会長　金子忠身様が10月
29日ご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
　ご葬儀　12月11日（水）午後1時～2時　
　　　　　上田愛昇殿にて

訃　報

インセミナーのご案内が届く。

　　12月 9日（月）／11日（水）　14：00～16：00

・上田青年会議所より年忘れの宴のご案内が届く。

　　12月14日（土）　18：00～　香青軒

・上田西RCより合同新春夜間例会のご案内が届く。

　　 1月16日（木）　18：00～　東急REIホテル

■出席報告

上原、遠藤、小田中、北村、工藤、倉島、後藤、小林、近藤、

塩之入、関、高野、滝澤、竹花、田守、塚田、手塚（た）、

中嶋、松山、水出、宮下（博）、栁澤亨、山寺、山本、渡辺

※渡辺敏成君／久々に宮下さんに来て頂き嬉しいです！

※工藤　恒君／宮下さん、こんにちは！卓話楽しみです。

※後藤正直君／宮下さん、楽しみにしています。

※滝澤修一君／宮下さんのお話、楽しみです。

※松山賢太朗君／経営のプロの秘話、期待しています。

※山寺髙太郎君／宮下さん、大変ご無沙汰しています。

　　　　　　　　卓話、楽しみにしています。

※山本　修君／1ヵ月ちょっとで今年も終わりですね。

※小田中譲君／朝5時より佐藤先生と大鍋でカレー作り。

2時間煮込んでナカナカの味。カレー職

人を目指そうかと…。カレーなる転職！

本日の金額／36,000円　　累計／595,010円

●今年度第3回親睦ゴルフ開催　　　（11月23日・土）

　晩秋の望月リソル

ゴルフクラブで開催。

7名が参加しました。

成績は以下のとおり

優　勝：宮下博道君　　　　　　　　　　　　　　　　　

準優勝：渡辺敏成君

第３位：水出博史君

ニコニコ B O X （敬称略）

本　日

前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率

52 47 17 ― 63.83％

52 47 16 10 87.23％

●金子忠身さんを偲んで

　ご逝去された金子忠身さんは、第24代会長を務めら

れました。当クラブが地区大会をホストした年度でし

た。クラブソング「あしたはもっと」の作曲者でもあ

ります。金子さんを偲び会長就任第1回例会の挨拶をご

紹介します。

2001年（平成13年）7月7日 第1130回例会会長挨拶より

　創立24年を迎えた当クラブは、先輩会員が築いた伝

統と実績の上に立って、新世紀最初の地区大会ホスト

を務める栄誉を担っております。その意味で例年にな

い緊張感をもって新年度をスタートすることになりま

した。地区内外から2000人を超える会員を迎えなけれ

ばなりません。母袋実行委員長、龍野大会幹事を中心

に会員並びにご夫人方の絶大なるご協力を先ずもって

お願い申し上げます。（中略）

　私はクラブスローガンとして「面白、真面目」を掲

げさせて頂きます。即ち、地区方針に対しては当然の

事ながら真剣且つ真面目に取り組み、親睦友和をテー

マとした企画には思い切り面白さを意図した取り組み

を各委員会にお願いしたいということであります。こ

の事がRI及び地区が最重要課題としている「大会防止、

会員増強」「クラブの個性」に直結するものと考えるか

らであります。

　「面白、真面目クラブ」「面白、真面目例会」を私な

りに運営して参りたいと思いますので、今後の理事会

及び委員会の中で皆さんに知恵をしぼって頂きながら

具体化して参ります。（後略）


